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令和３年９⽉16⽇18時42分頃の地震の発震機構解 CMT解(速報)

⻄北⻄－東南東⽅向に圧⼒軸を持つ逆断層型

［CMT解(速報)］

セントロイドの位置
北緯 37度32分
東経 137度18分
深さ 約15km
※セントロイドの位置とは、
地震の断層運動を１点で
代表させた場合の位置。

Mw=4.9

下半球等積投影法で描画
Ｐ︓圧⼒軸の⽅向
Ｔ︓張⼒軸の⽅向







震央分布図（広域図）

深さ0 - - 100km、 M 全て

2021年9⽉16⽇18時42分頃 ⽯川県能登地⽅の地震
(震源の⾊について)⾚︓今回の地震 ⻘︓今回の地震より後に発⽣した地震 灰︓今回の地震より前に発⽣した地震

震央分布図（詳細図）
震央分布図（広域図）の四角形領域内の震央分布図

震央分布図（詳細図）の地震活動経過図

・震央分布図中の茶⾊の細線は、地震調査研究推進本部の⻑期評価による活断層を⽰す。
・震央分布図中の⿊⾊の点線は、海溝軸を⽰す。
＜資料の利⽤上の留意点＞
・表⽰している震源は、速報値を含みます。
・速報値の震源には、発破等の地震以外のものや、誤差の⼤きなものが表⽰されることがあります。
・個々の震源の位置や規模ではなく、震源の分布具合や活動の盛衰に着目して地震活動の把握にご利⽤ください。

気象庁作成

深さ0 - - 100km、 M 全て
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(1) 1892年12⽉09⽇ M:6.4 能登半島沖
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
(2) 1933年09⽉21⽇ M:6.0 ⽯川県能登地⽅
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
(3) 1945年11⽉03⽇ M:5.0 富⼭湾
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
(4) 1993年02⽉07⽇ M:6.6 能登半島沖
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
(5) 2007年03⽉25⽇ M:6.9 能登半島沖
「平成19年（2007年）能登半島地震」

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

今回の地震周辺の過去の主な地震活動
震央分布図

M ≧ 5.0 , 深さ ︓ 0 〜 150km
今回の地震を⾚く表⽰

震央分布図の⻘⾊矩形内のM-T図

過去の主な地震

主な地震のシンボルの⾊と番号の対応
桃︓(1) , ⻘︓(2) , 緑︓(3) , ⽔︓(4) , ⻩︓(5)

・震央分布図中の茶⾊の細線は、地震調査研究推進本部の⻑期評価による活断層を⽰す。
・震央分布図中の⿊⾊の太破線は、海溝軸を⽰す。
・1885年から1918年の地震の震源要素は、宇津（1982,1985）及び茅野・宇津（2001）による。
＜地震の名称について＞
・気象庁が定めた地震の名称を「」で⽰す。
・上記以外で、被害を伴い、広く社会的に地震の名称として知られているものについて、名称（「」を付加しない）を併記している。
名称は、「⽇本の地震活動（第2版）」（地震調査研究推進本部）による。
・地震の名称の後ろの[ ]は、この規模の順に近接して発⽣した主な地震が他にあることを⽰す。
名称は、最⼤規模の地震にのみ付加しており、[ ]内に記載した他の地震が異なる番号で記載される場合がある。
＜資料の利⽤上の注意点＞
・今回の地震は、速報値を表⽰しており、精査後に修正する場合がある。
・過去の地震活動は、M5.0以上の地震、今回の地震は、M4.0以上の地震を表⽰している。
・過去の地震活動は、地域、時期に依らず、全てM5.0以上の地震を表⽰している。地域や時期により検知能⼒（※）が異なる場合がある。
※検知能⼒︓特定の地域、時期において、あるM（規模）以上の地震は、概ね全て検知できていると考えられるとする。
この場合、そのMが⼩さいほど検知能⼒が⾼いと⾔う。
⼀般的に、同時期であれば、海域より陸域の⽅が検知能⼒は⾼く、同⼀地域であれば、時期が新しいほど検知能⼒は⾼い。

気象庁








